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序 文

高田時雄君の退職を記念する研究論集の序文を書くことになるとは想像もし 

ていなかった。高田君の學者としての業績については編集委員による丁寧な解 

説があり、高田學の全容が的確に紹介されている。本書には高田君と研究交流 

のあった錚々たるメンバーによる論考が集められているので、高田君の研究分 

野がよく分かるようになっている。一般的な中國語學• 中國文學の分野を越え 

た、東方學のさまざまな分野にわたる多彩な論文に圧倒される。

もともと高田君は卒業論文として聞一多を研究していたが、大學院入學後に 

中國音韻學を志すようになった。その頃高田君が音韻學の何をテーマにしてい 

たのかは知らなかったが、突然、フランスの國費留學生に應募し、並み居るフ 

ランス語專門の申請者を押しのけて選ばれた。フランス語は獨學であったの 

で、採用されたのは驚きであった。フランス所在の敦煌資料の研究というテ一 

マが評價されたらしいが、彼の語學能力が發揮されたということでもあろう。

その後、フランスに行ったまま消息もなく、生きているのやら死んでいるの 

やら、日本ではまったく分からなかった。フランスでは敦煌文獻についての研 

究を行い、チベット語も學び、歸國したときにはすでに西域文獻讀解に必要な 

多くの言語を習得していたようで「さすがに高田」 と思ったものである。その 

後の活躍は今さら言う必要もないだろう。

さて序文らし < 本論集が記念する高田君の學問と人柄について譽めあげなけ 

ればならないのであるが、どうも譽めあげるところがない。個人としてはわが 

ままな、平凡な人間である。おしゃれであるといってもモデルのようではな 

い。親切かと言えば、むしろ不親切である。謹嚴かと言えば大阪人らしいお調 

子者である。面白いことが好きで、酒を飮むと京劇を歌い始める。基本的には 

真面目であるが、もっと眞面目な人間は澤山いる。いったい研究を除いた高田 

君にどこか優れたところがあるのだろうか？ はなはだ難しい。

私は高田君とは高校時代（天王寺高校) 、つまり17、 8 才の頃からの知り合い 

であるから、未熟な時代から見ていることになる。どんな偉大な人間でも平凡 

な姿の時代である。中國では錦を着て故鄕に歸ると全てが變わると考えるよう 

であるが、日本ではそうでもない。筋向かいのタゴ作が錦を着て歸って來て



序文

も、「錦を着たタゴ作」である。襤褸を着て歸ってきても「襤褸を着たタゴ 

作」である（日本人は中國の諺や逸話を好むが日本的感情には合っていないことも少 

なくない)。偉い學者になっても人格まで偉くなるものでもない。高田君も私 

から、高潔な人柄でと言われても、「嘘つくなヨ」とこそばゆいだけであろう。

高校の先生は後に「扱いにくい生徒やった」 と述懐されていたが、本質的に 

はそんなに尖った人間ではない。彼は博學でつまらないことまで知っており、 

それを相手に傅えようとした時、周囲に對する配慮に缺けて、生意氣で偉そう 

に見えることもあった。しかし反發することなくその言葉を聞いていれば、偉 

ぶるとか得意になっているという感覺がないことに氣付く。一番良い付き合い 

方は、高田君を博識で分析力のある男と認め、「歩く事典」 として活用するこ 

とである。ただし、 ときどきホラが混じるので氣を付けておく必要もある。

高田君は研究の面では能力を十分に發揮できるテーマを探しだし、職場も自 

分に合った所に落ち着いていたので、これまでの時間はほんとうに充實してい 

ただろう。ただし、その成果については、立派なものとして奉る氣持ちがない 

ようである。人間のやったことは人間の生活の範圍にあるもので、しかめ面を 

して崇める必要はないと考えていると思われる。このあたりの感覺は大阪的で 

よく理解でき、彼が自分の研究成果を誇らないことに繫がっているのであろう。

また、職場にも恵まれたと思う。私の印象では、人文科學研究所はわがまま 

な研究者が揃っている。従って彼は異端にはならないし、目立ちもしない。學 

生や院生を育てながらであれば、研究の中斷、興味のないテーマの講義、學生 

の生活への配慮など、高田君には耐えられないことであっただろう。

小川環樹先生がもっとも將來を嘱望していた高田君が、期待に違わず世界的 

な學者となり、ここでー區切りをつけ、新しい環境の中で、新しい試みを始め 

るという。その門出を祝い、まさに世界的な研究者、そして高田君の薫陶を受 

けた若手からの寄稿がここに結集したことを言Is兄ぎたい。十年後を期待して 

待ってみよう。予想に反して世界各地で多くの弟子を育てているかもしれない。

木 田 章 義

京都大學文學研究科教授
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